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東部教育事務所社教便り『社窓』 

ＮＯ．１９「３本の『き』を育てよう！」 

 

毎年県内７地区で開催されているＰＴＡ・教育行政研修会ですが、今年もトップを切って、安芸地区で

５月２６日（土）に安田町文化センターを会場に行われました。 

最近、安芸地区の小学校でも運動会を５月に実施するところが増えてきており、参加者の減少を心配し

ていましたが、教育行政関係者・ＰＴＡ関係者合わせて９７名と昨年を上回る参加申込があり、盛大に開

催することができました。 

この研修会は、「学校・保護者・行政（県教育委員会や市町村教育委員会）が一体となって、子どもたち

をとりまく状況の課題解決に向けてＰＴＡが組織的に対応するための体制をつくるとともに行動化を促進

する。」「ＰＴＡとして研修に参加し研修や運営の方法を知るとともに、ＰＴＡとして何ができるのか考え

る。」という趣旨で、安芸地区市町村ＰＴＡ連絡協議会と高知県教育委員会が主催しています。今年のテー

マは、「心身ともに健やかで自ら学ぶ意欲のある子どもを育もう～ＰＴＡ活動として取り組む 知・徳・体

～」でした。 

 研修会の全体会では、安芸地区ＰＴＡ連絡協議会の田村 拓

会長、中山雅需高知県教育次長のあいさつの後、県教育委員会

から高知県及び東部教育事務所管内の子どもたちの現状と課題、

県教育委員会の施策等について、様々なデータを用い、知・徳・

体の観点から説明がありました。 

説明の中では、次のようなことが話されました。 

○知・徳・体それぞれの面で課題が改善傾向にあること 

○授業以外での学習時間が長かったり、保護者の働きかけが

あったりするほど、教科学力が高いこと 

○体験活動を多く行っているほど、他者への思いやりや積極

性などが身に付いていて、自己肯定感も高い傾向にあること 

○運動について話す・見る・する機会が多いほど、体力があること 

○朝食の摂取や睡眠時間は学力や体力に影響していること 

○寝不足の子どもは不満が多い傾向にあること 

 

その後の分科会（意見交換会）では、Ａ．学力（学校との連携による家庭学習）Ｂ．心（携帯等メディ

アとの正しいつき合い方）Ｃ．生活習慣（体力づくり（運動））という３つのテーマごとに１０名前後の

グループに分かれ、それぞれのテーマに関する課題解決のために何ができるのかを考えました。 

 それぞれのテーマで、まとめとして次のようなことが出されました。 

 

学力（学校との連携による家庭学習） 

家庭でできること 

・まず、子どもにやらせ、考えさせる。 

・子どもに目標をもたせる。 

・子どもとのコミュニケーションを大切 

 にする。 

・親の姿を見せる。 

ＰＴＡ活動でできること 

・親子で学ぶ場を設け、参加者を増やし 

 ていく。 

・保幼小中高の連携（教師と親、教師と 

教師、親同士）。 

・今回のような協議を連Ｐ、単Ｐ、学年、 

学級懇談で行い、実態にあったものに 



する。 

学校でできること 

・家庭学習の手引きをつくる。 

・何をどのように学習していくのか具体的に 

 示す。 

・学ぶ意味を明確にする。 

・ノートの評価をする。 

 

心（携帯等メディアとの正しいつきあい方） 

家庭でできること 

・会話を大切にして子どもとのコミュニケー 

 ションを図っていく。 

・親子できちんとルールを作り、守っていく。 

・友達の家族とも交流できるようにする。 

・相談機関を利用する。 

・親子（家族）で面と向かって、きちんと話し合う関係づくり、時間をもつ。 

ＰＴＡ活動でできること 

・おとなの学習会をする。 

・ノーメディアデー等の取り組みの啓発。 

・持たせる、持たせないは「よく話し合ってから」というような呼びかけを学校、ＰＴＡでしていく。 

 

生活習慣（体力づくり・運動） 

学校でできること 

・学校と親の体力についての意識、思いを一つにすることが大事。 

・学校では、日ごろから体育の授業で体力アップに向けて取り組んでいく。 

・学校内の運動できる環境を整える。 

・保護者に実態等の情報を提示して地道に取り組んでいく。 

ＰＴＡ活動でできること 

・競技や自然体験的なイベントの計画。 

・昔遊びを含め、子どもたちに遊びを伝え、一緒に遊ぶような行事をＰＴＡとして企画していく。 

・地域のスポーツ的行事にＰＴＡとして意識的に積極的に参画する。 

・「１日６０分運動」などの目標をＰＴＡとしても確認し合い、呼びかけを行っていく。その中で「手伝

い」も入れることで、働くこと＝体を動かすことの喜びを味わわせ、習慣づくりをめざす。 

 

 こうしたことを参考に、各単位ＰＴＡで何か一つは取り組みを進めていこうということが確認されまし

た。 

最後に閉会にあたり、田村会長から「３本の『き』を持ち帰って育ててほしい。」とあいさつがありまし

た。その３本の『き』とは、「根気」「やる気」「本気」。何か事を始めても、なかなかうまくいかずにあき

らめてしまったり、よいと思うことがあっても口先だけで実行に移せなかったり、ということがよくあり

ます。参加された方々が、今回の研修で考えたことを一つでも実行に移し、根気強く育てて花を開かせて

ほしいと思います。 

 


